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　　　The　present　survey　of　the　Year　Book　of　Cancer　is　concerned　with　the　nature　of　cancer

research　spread　over　the　world，　the　number　of　research　in　various　fields　of　cancer　studies

carried　out　in　many　countries，　and　the　number　of　papers　by　Japanese　cancer　researchers

reviewed　in　the　year　books．　lt　also　deals　with　the　major　secondary　journals　or　databases

indexing　and／or　abstracting　primary　journals，　some　articles　of　which　have　been　reviewed．

These　primary　journals　are　checked　against　the　union　list　of　medical　journals　collected　by

medical　libraries　in　Japan．

　　　The　basic　data　for　the　present　report　were　collected　from　all　of　the　papers　reviewed　in

the　Year　Boole　（1969－1978）．　The　number　of　the　papers　reviewed　in　ten　years　is　altogether

3，120，　which　were　taken　from　385　titles　of　journals，　19　monographs，　16　proceedings　and　27

dissertations．　The　reviewed　articles　were　presented　by　43　countries；　2，110　papers　（67．690　of

the　total）　from　U．　S．，　241　（7．790）　from　U．　K．，　88　（2．890）　from　Japan，　also　88　from　France，　77

（2．3go）　from　ltaly，　and　68　（2．290）　from　Canada．　These　6　countries　contribute　85．590　of　the　total．

The　subject　fields　of　cancer　research　are　divided　into　32　categories　in　the　Year　Book，　and　the

contributions　by　U．　S．　and　U．　K．　cover　all　32　subject　fields．　Of　a　total　of　88　papers　by　Japanese

researchers，　many　are　found　in　the　categories　of“Stomach，　Duodenum　and　Small　Bowe1，”“且ead

and　Neck，”　“Biliary　Tract，　Liver　and　Pancreas，”　and　“Chemotherapy　and　Hormone　Therapy．”

　　　The　journals　the　articles　of　which　were　reviewed　in　the　Year　Boole　are　issUed　in　26　coun－

tries．　A　total　of　192　titles　（49．9％）　of　the　journals　are　issued　in　U．　S．，　46　titles　（11．9’90）　in

U．K．，　25　（5．790）　in　Japan，　19　（4．990）　in　France，　11　（2．990）　in　Switzerland．　A　total　of　293
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journals　issued　in　these　6　countries　cover　about　8090　of　the　total．　The　core　journals　of　cancer

，reseach　according　to　the　data　gained　from　the　Year　Book　analysis　are：　Cancer　（413　papers　ori

13．2％），Proceedings　6ゾthe　National／1cademy（ゾSciences（ザthe　Uniled　States（ゾ、4”zerica（120

articles　or　3．9％），　ノ1〃zeγican／burnal　6ゾ1～oentg「enolo8y　（101　papers　or　3．2％），　1～adiolog：ソ　　（100

articles　or　3．290），　and　Cancer　Research　（72　papers　or　2．490）．　These　5　journals　cover　2590　of

the　total．

　　Of　a　total　of　385　journals，　articles　of　which　were　reviewed　in　the　year　books，　325　titles

（84．4％）were　indexed　and／or　abstracted　by　G4〈TCER，乙1T，315（81．8％）by別OSIS，299（77．7％）

by　EM，　297　（77．190）　by　IM，　and　288　（74．890）　by　SCL　Of　these　385　journals，　361　titles　（93．8％）

are　collected　in　the　medical　libraries　of　Japan．
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1．はじめに

　情報化社会と言われる今日，研究者の利用する情報量

は指数関数的に増加してきている。これは，Priceの調

査1）で，世界における科学者およびその知的活動の産物

である科学文献の数は，10年ないし15年で倍増している

ことを指摘していることでもわかる。このような情報の

洪水の中で，研究者は自分にとって望ましい情報を渇望

している。ここでいう研究者とは，ライフ・サイエンス

に関係する者と考えていただきたい。研究者は，情報の

提供者であるとともに，利用者でもある。利用する立場

の研究者の主な情報源は，速報誌（レター），　雑誌，プ

ロシ■一一・・ディング，レビュ・…一誌，モノグラフ，データ集，

抄録誌，索引誌，また分野によっては，プレプリントの

利用も盛んである。そのため研究者の情報の入手・取扱

いは，膨大な量のなかから選別を余儀なくされている。

そのなかでもレビューは，一次資料に何らかの評価が付

け加えられ，選択された情報であるため，研究者にとっ

ては，その当該分野の進展をみるのに好都合である。

Weimbe㎎gの報告書2）のなかでも，レビューは，今日の

自然科学分野の情報活動の発展に大きな貢献をなす重要

なものであることが指摘されている。さらにわが国で

も，1974年文部省科学研究費による「広域大量情報の高

次処理」3）の研究のなかで，レビューの重要性を認識すべ

きことが報告されている。レビュー文献についての調査

は，わが国ではわずかで，報告の多くは医学薬学分野の

ものである。関口4）は，図書館員は索引や抄録誌に対す

る関心に劣らぬものをレビュー誌に向けるよう，レビュ

ーの意義と重要性を解説している。医学分野では，津田5）

のBibliogrmphy　of　Medical　Reviewsを使用して，日本

のレビュー文献を克明に調査した報告がある。また，青

木ら6）は，総説・探索のための二次資料について，てい
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ねいに紹介している。一方，薬学分野では，金尾7）が，

Review　of　Reviewsの必要性，笹川8）のレビューの探

し方，松尾9）の総説図書の解説等がいずれも詳細に報告

されている。また，レビューを文献調査に利用した例と

して，岡崎・野口，10）松尾11）の詳細な報告がある。しか

し，臨床医学分野のレビューについて，そのレビュー・一・・一の

内容・収録対象範囲，および利用価値等などを詳細に分

析したものは見当たらない。

　今回は，臨床医学の代表的なレビューである　Year

BoO々シリーズを分析対象とした。　Year　Booleシリーズ

は1900年に米国シカゴのGustavas　P．　Headにより企画

編集されて以来の80年の歴史を持つ医学の年刊レビュe・・一・一

である。このYear　Booんシリーズは1978年の1セクシ

ョンの増加を含め，現在，22セクションのレビューが刊

行されている12）・13）。

　Yeaγ・80盈シリ■・・…ズの内容は通常のレビューと異な

り，過去1年間に発表された当該分野の研究論文を厳選

し，それぞれを抄録要約したもので，必要に応じて，図，

表，写真などを加えてあり，論文の内容の抄録も他の抄

録誌に比較して詳細に述べられている。さらに編集者の

意見も付加されており，広範囲の研究内容を知るのに

は，便利にできている。Scott　Adamsも指摘している

ように，このシリーズは医療の実際に応用し得るような

新しい情報を選択し，研究者と臨床医のパイプ役をつと

める資料として広く利用されている。14）1975年のこのシ

リー・・一一ズの21セクション全体の収録論文総数は約7，000の

抄録，および5，000の編集者のコメント，さらに3，000の

図，表，写真がおさめられていた。15）

　今回ここで取りあげたYear」Booんof　Cancer（以下

y勿γBooleと略す）は，このシリーズの1セクション

として1957年創刊され，編集者は創刊以来Randolph

Lee　Clark，　Jr．とRussell　W．　Cumley（University

of　Texas，　M．　D．　Anderson　Hospital　and　Tumor

Institute）である。16）1969年以降，レビューされた論文

以外に，“Additiona1”として抄録を伴わない論文を追

加している。編集委員会は，1978年のYear　Bookによ

ると，174名から構成され，メンバーの出身国は世界各

国に広範囲にわたっている。他に英語以外の論文は，

：Year　Book編集委員会から指名された各国の協力者に

よって，その国の原文から選択される。このため，日本

語，イタリア語，スペイン語，ロシア出面の論文も収録

されている。収録の選択規準として，基礎医学研究者よ

りも臨床医指向型の文献をスクリーニングする事が要望

されている。17）

　今回は，筆者が2年前に行ったScience　Cilalion　ln－

dexを利用したわが国の生物・医学研究者の外国雑誌掲

載傾向の報告18）の中で，上位に位置づけられた癌分野を

とりあげ，癌のレビュー誌を通じて癌関係の文献の広域

性と，各国の研究発表数，およびわが国の収録論文数等

について，1969年から1978年の10か年間の推移を調査し

た。また，レビュー一一・一されている文献が主要二次資料に収

録されている状況，さらに収録されている文献を利用す

る際，国内で所蔵されている雑誌でどの程度カバーでき

るかを調査した。これらの調査の結果，興味ある知見を

得たので，ここに報告する。

II．調査方法

　調査のデータはYear　Boo々19）の最近10年間（1969～

1978年）を用い，これにレビューされていた文献をすべ

て選び，調査の基礎資料とした。

　本稿では，Year　Bookにレビューされた3，120編の文

献をすべて選び，調査の基礎とした。その調査手順と作

業内容は第1図に示したとおりである。この作業により

得られた基本カード3，120枚から，レビュー論文の主題

別・国別掲載数，日本人研究者の論文数，発行国別i雑誌

数，core　journa1，そして掲載雑誌および主題分野別才

文数の各項目について調査した。

　次にYear　Bookにレビュー・…一されていた雑誌と他のデ

ータベースに収録されている雑誌との相違をみるため，

y勿γBoo々の全掲載雑誌名について，癌関係の主要な

二次資料誌への収録状況を調査した。調査対象としたデ

ー一・一・ ^ベースは，癌専門のC・4NCERLIT，20）医学分野の

MEDLARS，21）ExcerPta　Meaica，22）生物・医学・農学

分野のBIOSIS23）および自然科学分野のScience　Cita－

tion　lndex24）（以下SCIと略す）の5種で，それぞれの

収録誌リストによって収録状況の比較検討を行った。こ

れらの資料収録状況をみることによって癌分野の検索を

行う上で，どのデータベースを利用することがより効率

的であるかの判定に供した。

　さらに，Year．800々にレビューされた雑誌を研究者

が利用する際，どの程度国内で入手できるかを調査する

ために，日本医学図書館協会発行の「現行医学雑誌所在

目録1979年版」25）を用いて，わが国における図書館の所

蔵状況を調査した。
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第1表y吻γBooleに収録された癌研究の主題分野別・国別論文数

　　　　国名

蜻阨ｪ野’
田園丁田轟撫…籔；／

i．Brain　ahd　Nervous　System 2 2 3 3

2．Head　and　Neck 2
含

2 3 3 5 4 ’1

3．Skin 5 2 1 1 1 3

4．Breast 1 5 1 5 1

5．Chest 1

1 ．3
05・ 1 1 1 1 1

　Biliary　Tract，：Liver　and6．　Pancreas

2 5 1 2

Z§認露盤odenum　and 3 2 1 1 2 2 2 1

8．Colon，　Rectum　and　Anus 3 1

9．Genitourinary　Tract 1 1 1 1

10．Female　Genital　Tract 1 1 1 1 1 4 1 1

11．Leukemia　and：Lymphoma 2 8 1 3 2 2 17 4 5

12．　Cancer　in　Children 2 3 工 2 3

13．Endocrine　Tumors 1 2 3 1

14．Bone　and　Soft　Tissue　Tumor 2 1 1 1 2 2

15．Pathology 1 2 2 2 2 1 3
●

1（L　Roentgen　D1agnosis 2 1 2 1 1 5 1

17．Nuclear　Medicine 3 1 1 1 1

18．　Radiotherapy 4 1 10

19．Chemotherapy　and
@Hormone　Therapy

1 7 4 1 1 2

20．Immunology　and 1 2 5 2 1 4
Immunotherapy

21．Anesthesiology 1 1 2 1 1 1

2 1
Rehabilitation

23．Advanced　Tumor　and 2 2 1 1 1 1

Terminal　Care
24．Epidemiology・Statistics　and

@Cancer　Control
1 1 9 1 2 1 6 4 8

25．Genetics 1 1

26．Biochemistry 1 1 1 2 4 2

2Z　Radiobiology　and　Radiophysics ．1 2 1 3 1

28．Biology 2 6 4

29．Cytology 3 1 3 4

30．Molecular　Biology 1

31．Virology 1 1 3 3 1

32．General　Animal　Tumors 1 1 3 1

合　　　計 6 27 36 18 2 68 1 1 1 6 22 15 1 88 37 2 44 1 1
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注：国名省略AUSTL＝Australia
　　　　NETH　＝Netherland’
　　　　SAFR　：South　Africa
　　　　U．　K．　＝United　Kingdom

CZ＝Czechoslovakia　U．　S．　S．　R．＝Union　of　Soviet　sccialist　Republics

N．　ZEALAND＝＝New　Zealand’　YUG＝＝Yugoslavia

SWITZ　＝Switzer工and
U．　S．＝United　States

7

概計 諺
　誉

1 1 3 61 1 77

5 10 4 1 2 8 84 1 138

2 3 2 1 7 52 1 81

4 3 1 2 13 73 1 6 ユ16

6 3 13 94 1 131

3 10 1 1 1 7 46 4 83

2 12 1 1 2 7 42 81

↓ 2 1 1 2 11 62 84

1 1 3 1 12 67 1 90

1 5 1 1 1 6 93 119

9 2 1 1 1 1 8 84 6 157

5 1 2 1 5 94 119

1 3 1 1 1 17 73 104

1 4 1 1 1 、1 3 67 1 89

3 4 4 1 6 1 1 6 85 1 1 3 129

2 2 2 1 3 9 75 3 110

1 2 4 42 1 13 60

3 1 3 13 71 5 111
●

1 7 9 2 6 102 1 144

2 2 2 2 4 3 12 67 2 3 114

1 1 1 ユ 6 34 3 54

1 1 1 1 3 64 3 77

2 2 2 2 5 53 74

1 5 3 3 2 5 1 1 1 6 47 2 工 ユ 1 113

1 2 3 6 37 1 52

1 2 3 1 2 5 85 2 112

6 1 14 39 68

1 2 1 1 1 3 6 77 2 106

3 2 6 1 2 4 1 6 43 1 80

2 1 4 59 2 69

1 2 1 5 91 1 2 112

1 1 5 5 47 i 66

15 72 1 88 2 60 1 6 2 2 2 1 9 2 45 8 1 6 241 2，110 17 ・｛2 1 48 3，120
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第1段階
Year　BookげCancer
　（1969t－1978）

から収録論文を転記

収録年

主題

発表者の国籍
雑誌名

主二二・国別

作業内容（1）

y勿γBojleから収録全文献

を抜き出し，収録年，主題，

国籍，雑誌名をカードに

転記した。

Year　Bookで判別できない

ものは原著で確認

基本カード

　3，120枚

に集計

一爾＿一卿＿＿脚噌一一鯛■囎・鴫一隅簡一一騒噛一喝●爾

第2段階
略誌名をフルタイトル

に変更し溌行国を確認

した。

最新誌名の

ABC順に配列

作業内容（2）

発行国別に

集計

略読名をIndex　Medicus，

ExcerPta　Medica，　BIOSIS，

SCI，　lndex　of　NLM　Serial

Titlesおよびこπγfo乃’5等で

確認し，正式名称と発行風
を追記した。

誌名変更のあった場合，す

べて最新め憎憎に統一した。

主題別に

集計

第3段階

収録数の順位

別に集計

CANCERLITおよび
主要二次資料に収録

されているか否かを

確認した。

日本医学図書館協会

加盟館で所蔵してい

るか否かを確認した。

作業内容（3）

CAIVCERLIT，
Index　Medicus，

ExcerPta　Medica，

BloSIS，SC1の収録誌

リストに収録されている

ものはその旨追記した。

第1図　調査手順および作業内容

III．結 果

　前章に示した通りの作業手順によって，　y勿γBook

から転記した論文総数は，3，120であった。この3，120枚

を基本カードとし，分析した結果について以下に報告す

る。

　A・主題分野別・国別収録論文数

　y勿γBookの1969年から1978年までの10か年間に収

録された32主題分野の各国別の癌研究者の発表した総論

文数は3，120，研究者の国別は43か国であり，その詳細

は第1表に示したとおりである。主題分野の分類には，

：Year　Book　1978の目次の32項目をそのまま採用した。

（ただし，1969年のPathology　and　CytologyはPatho－

logyに分類し，1970年一1971年のRadioisotopesは

Nuclear　Medicineに分類してある。）

　国別の発表論文数を多い方からみると，アメリカ2，110

論文（67．6％），次いで，イギリス241論文（7．7％），日

本88論文（2．8％），フランス88論文（2．8％），イタリア

72論文（2．3％），カナダ68論文（2．2％）であり，この6

か国で合計2，667論文に達し，全体の85．5％を占めてい

た。また，32主題の全分野をカバーしている国は，アメ

リカおよびイギリスの2か国で，他の41か国は収録主題

分野が，1から27に分かれていた。収録主題分野の多い

国は，オランダ27，イタリア25，フランス25，日本24な

どであり，10か年間で1論文のみ収録されていた国は，

チリ，コロンビア，キューバ，イラン，イラク，ジャマ

イカ，ニュージーランド，台湾，ルーマニア，タイ，ベ

ネズエラ，ザンビアの12か国であった。また10年間で10

論文以下の国は，前述の1論文の国々を含め，26か国あ

り，これらは国数全体の60．5％に達していた。この26か

国の総論文数は60編で，全体の僅か2．0％であった。

　次に，各主題分野のなかに占める米国の発表論文数の

割合を算出すると，　1．Brain　and　Nervous　System

（79．290），　2．Head　and　Neck　（60．990），　3．Skin　（64．2

90），　4．Breast　（62．990），　5．Chest　（71．890），　6．Biliary

Tract，　Liver　and　Pancreas　（55．490），　7．　Stomach，

Duodenum　and　Small　Bowel　（51．990），　8．　Co1on，

Rectum　and　Anus　（73．890），　9．Genitourinary　Tract

（74．490），　10．Female　Genital　Tract　（78．290），　11．

Leukemia　and　Lymphoma　（53．590），　12．　Cancer　in

Children　（79．090）1　13．Endocrine　Tumors　（70．290），

14．Bone　and　Soft　Tissue　Tumor　（75．390），　15．　Pa－

thology　（65．990），　16．Roentgen　Diagnosis　（68．290），

17．Nuclear　Medicine　（70．090），　18．　Radiotherapy

（64．0990），　19．Chemotherapy　and　Hormone　therapy

（70．890），　20．Immunology　and　lmmunotherapy

（58．890），　21．Anesthesiology　（63．090），　22．　Recon－

struction　and　Rehabilitation　（83．1790），　23．　Advan－

ced　Tumor　and　Terminal　Care　（71．690），　24．Epide－

miology，　Statistics　and　Cancer　Control　（41．690），

25．Genetics　（71．290），　26．　Biochemistry　（75．990），

27．Radiobiology　and　Radiophysics　（54．790），　28．
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Biology　（72．690），　29．　Cytology　（53．890），　30．　Mole－

cular　Biology　（85．590），　31．　Virology　（81．390），　32．

General　Animal　Tumors（71．2％）であり24．　Epi－

demiology，　Statistics　and　Cancer　Contro1を除くと，

いずれの主題分野でも50％以上を占めていた。この数字

は，収録論文数の全体に占める割合と同じような傾向を

示していた。

　次に，各主題分野別の収録論文の国別の数を調査し

た。それによると，最も多い主題は24．Epidemiology，

Statistics　and　Cancer　Contro1の23か国であり，最少

は30．Molecular　Biologyの5か国であった。各主題

の収録論文数の平均値と標準偏差を算出すると，12．2±

3．5か国であった。24．Epidemiology，　Statistics　and

Cancer　Contro1は，米国の発表論文i数が他の主題に比

較して少ないことはすでに述べたが，これは各国にわた

って収録されていたことが明らかになった。

第2表Year　Bookにレビューされた日本人研究者の主題言論文数の年度別推移

主　題

一一・一一一一一一”“一一一’一一一一 wS’一“’一’一L　　　　年　　　別

男IJ　　　　　　　　　　へ～一一一一一一＿

1．　Brain　and　Nervous　System

2．　Head　and　Neck

3．　Skin

4．　Breast

5．　Chest

6．　Biliary　Tract，　Liver　and　Pancreas

7．　Stomach，　Duodenum　and　Small　Bowe1

8．　Colon，　Rectum　and　Anus

9．　Genitourinary　Tract

10．　Female　Genital　Tract

11．　Leukemia　and　Lymphoma

12．　Cancer　in　Children

13．　Endocrine　Tumors

14．　Bone　and　Soft－Tissue　Tumors

15．　Pathology

16．　Roentgen　Diagnosis

17．　Nuclear　Medicine

18．　Radiotherapy

19．　Chemotherapy　and　Hormone　Therapy

20．　lmmunology　and　lmmunotherapy

21．　Anesthesiology

22．　Reconstruction　and　Rehabilitation

23．　Advanced　Tumors　and　Terminal　Care
24．　EpidemiOIOgY，　StatiSt

≠戟f

獅bрr　cancer　Contro1

25．　Genetics

26．　Biochemistry

27．　Radiobiology　and　Radiophysics

28．　Biology

29．　Cytology

30．　Molecular　Biology

31．　Virology

32．　General　Animal　Tumors

合 計

1969

2

1

1

1

1

6

1970

1

1

1

2

1

1

3

1

3

3

17

1971

1

1

2

1

1

1

7

1972

1

2

1

1

1

6

1973

6

1

1

1

1

1

11

1974

1

2

1

1

5

1975

1

1

4

1

1

2

10

1976

2

1

1

2

1

1

1

9

1977

1

2

1

1

1

1

7

1978

1

1

2

1

1

1

1

1

1

10

合計

0

10

0

3

6

10

12

1

　1

5

0

1

　1

0

4

2

0

1

9

2

1

1

2

3

2

3

0

1

6

0

0

1

88
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第3表　】「ear　Bookにレビューされた日本人癌研究者の論文掲載雑誌名

国 内 雑 誌（22誌，46論文）

順位

L
2．

3．

5．

6．

11．

雑誌名（＊印は国内出版欧文雑誌）

Gann＊

Gan－no－Rinsho

Jibi－lo－Rinsho

IVipPon　Gan　Chiryo　Gakkai　2asshi

1一！o－C乃o

Gan－to－Kagaku－Ryoho

Gaslroenlerological　EndoscoPy

Gelea　Rinsho
／buγnal　6ゾlheノ砂anese　Sociely

　　　　　　　　　　　of　Clinical　Cytology
Jibi　lnkoka

∠4cta　Obsletricaθ’G：ynecologica／4∫）onica＊

Gθ肋

ノ4φσフzθsθノ∂z〃％α16ゾClinical　Oncology＊

laPaneseノ∂z〃％α16ゾExPeγimanlal
　　　　　　　　　　　　　　　　　Medicine＊
Jikeileai　Medical　JouTnal“

lgaku　no　Ayunzi
／buγnelρゾ彦乃θlaPanese

　　　　　　　　BronchoesoPhagal　Socie　ty
、Mが肋

．ZVipPon　libi　Znkoka　Gakkai　Kaiho

ハ彦勿α¢jR勿S乃0

1～勿S乃OByoγi

Saishin　lgaku

掲載数

8

5

4

4

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

外 国 雑 誌（23誌，42論文）

順位

1．

2．

3．

6．

11．

雑 誌 名

Cancer
／1フ〃zα1sのドSu名gery

Gaslroenterology

乃¢teγnalional．IOU7・nalのf　Canceγ

Journal　of　the　National　Cancer　lnslitute

Acta　Cylologica

Archives　of　Surgery

Cancer　Research

Gaslrointestinal　EndoscoPy

Raaiation　Research
∠4〃zerican／buγnal（：ゾObstetrics　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　G夕necologツ

American　Journal　of　Roentgenology

American　Review　of　ResPiratory　Disease
Biochemical　and　BioPhysical　Research
　　　　　　　　　　　　　　Communications
Diseases　of　Colon　Reclum

／buγnalρゾ」Biological　Che〃listry

／bUT’nalρゾClinical　Jnvestigation

／buγnal　cゾUγology

工ancet

Mulation　Research

Nalure

Radiology

Surgery，ff　Gynecology　and　Obstetrics

掲載数

6

4

3

3

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

　B．日本人研究者の収録論文数

　Year　Bookに10年間にレビューされた日本人研究者

の論文は，第2表に示したとおりである。10か年間でま

ったく収録されなかった主題分野は，1．Brain　and　Ner－

vous　System，　3．Skin，　10．Leukemia　and　Lymphoma，

14．　Bone　and　Soft　Tissue　Tumors，　17．　Nuclear　Me－

dicine，　27．　Radiobiology　and　Radiophysics，　30．　Mo－

1ecular　Biology，31．yirology　の8分野であった。ま

た，10か年間で1論文しか収録されていない主題分野は

9分野であった。10か年間の収録論文数は，合計88論文

で，収録論文の多い主題分野は，7．Stomach，　Duode－

num　and　Small　Bowelの12論文，2．　Head　and　Neck

および6．Biliary　Tract，　Liver　and　Pancreasの各10

論文，そして19．Chemotherapy　and　Hormone　The－

rapyの9論文であった。また，年度別の収録論文数の

多い年は，1970年の17論文，ついで1973年および1975年

の11論文であった。10か年間の平均収録論文i数と標準偏

差を算出すると，8．8±3．6論文であった。日本人癌研究

者の発表した収録論文数は，国内雑誌46論文（52．3％）

および外国雑誌42論文（47．7％）であった。それらの収

録雑誌名と，収録論文i数は第3表に示した。国内雑誌で

は，Gannが8論文，　「癌の臨床」5論文，　「耳鼻と臨

床」および「日本町治療学会誌」は各4論文であった。

外国雑誌はCancer　6論文，　Annals　of　Surgery　4論

文であった。雑誌数では国内雑誌より外国雑誌が上廻っ

ており，論文数では国内誌のほうが多かった。

　C・発行国別雑誌数

　y勿γBooleにレビューされた発行国別雑誌数は第4

表に示したとおりである。雑誌の発行国は26か国であり

第1表の発表国43か国の約60％に該当した。このことは，

17か国の癌研究者の発表した論文は，自国のi雑誌ではな

く外国雑誌に発表したものであったことを示している。
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第4表　Year　Bookにレビューされた発行国別雑誌数

順位

1．

2．

3．

5．

6．

7．

9．

10．

11．

14．

15．

16．

20．

発　　行　　国　　名

u．　s．

U．　K．’

Japan

Germany
France

Switzerland

Italy

India

Belgium

Denmark
Sweden
Netherlands

Canada
U．　S．　S．　R．

Australia

Austria

Brazil

Peru

Venezuela

Cuba

Mexico
Israel

South　Africa

Norway
Bulgaria

Czechoslovakia

雑誌数

192

46

22

22

19

11

　9

　9

　8

　7

　6

　6

　6

　4

　3

　2

　2

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

合 計
1　3s，

90

49．　9

11．9

5．　7

5．　7

4．　9

2．　9

2．　3

2．　3

2．　0

1．　8

1．　6

1．　6

L6
LO

4．　8

100．0

累積％

49．　9

61．　8

67．　5

73．　2

78．　1

81．　0

83．　3

85．　6

87．　6

89．　4

91．0

92．　6

94．　2

95．　2

100．0

100．0

Year　Bookにレビューされた総雑誌数は385誌であり，

そのうち約半数を米国が占めており，前述した癌研究者

の国別発表論文数で米国は67．6％に達していたが，Yeαr

Bookからみた癌研究発表雑誌i数も論文数と同様の傾向

を示していた。ついで雑誌数の多かった国は，イギリス

の46誌（11．9％），日本22誌（5．7％），ドイツ22誌（5．7

％），フランス19誌（4．9％），スイス11誌（2．9％）であ

り，以上の6か国で雑誌数全体の80％以上に達していた

ことが判った。イタリア，インド，ベルギー，デンマーー

ク，スウェーデン，オランダ，カナダ，ソビエトの8か

国で雑誌数全体の15％，残りの12か国で約5．0％を占め

ていた。次にYeaPt　Bookにレビュ　一一された国別雑誌数

と癌研究者の国別発表論文数の相関関係をみると，アメ

リカ，イギリス，日本，フランス，ドイツなど，いずれ

の国にも収録雑誌数および発表論文数との間に一定の傾

向を示していた。すなわち，それは，収録雑誌数の多い

国は発表論文数も多かったことであった。

　D．Core　Journa1について

　Year　Bookにレビューされた癌関係のcore　journalは

第5表に示したとおりである。ここでは385誌のうち上

位50位（58雑誌）をあげておいた。58雑誌に掲載されてい

た総論文数は，2，191で，全体の70．0％に達していた。掲

載総論文数の1．0％以上の雑誌は20誌で，この20誌の合計

論文数は1，509，全体の48．4％であった。雑誌別にみる

と，最も多いものは，Cancerの413論文で掲載総論文数

の13．2％を占め，次いでProceedings　of　the　1物が勿πσ1

Academy　of　Sciences　of　the　Uniled　States　of　America

の120論文（3．9％），American／ournel　of　Roentgen・

olo9γの101論文，（3．2％），　Raaiologyの100論文（3．2

％），そしてCancer　Researclz　76論文（2．4％）で，こ

れら上位5誌で全体の25％を占めていた。このi数字でも

わかるように，Cancerにレビュー論文が集中していた

のが特徴であった。

　E・掲載雑誌および主題分野別論文数

　1969年から1978年までの10か年間に：y勿プBookにレ

ビューされた論文を，さらに詳細にどの雑誌に何編掲載

され，かつ，それらはどの様な主題分野に掲載されたか

をみてみた。それによると，雑誌総数は，385誌，論文総

数は3，120編であった。次に，第5表に示したように掲載

論文数32以上の上位20誌について個々の雑誌の持つ特徴

をみると，おおむね基礎医学系と臨床医学系の2つ9）タ

イプに区別されていることがわかった。’この基礎i医学系

と臨床医学系の区別は，32主題分野のうちPathology，

Genetics，，Biochemistry，　Radiobiology，　Cytology，　Bi－

ology，　Molecular　Biology，　Virology，　General　Animal

Tumorsの9分野にレビューされている割合を算出し，

全分野の割合に対して50％以上のものは基礎医学系を指

している。その50％以上の主要なものをあげると，Pro・

ceedings　of　the　National　Acaaemy　of　Sciences　of　tke

United　States　of　America　（93．390），　IVature　（87．990），

Science（77．8％）などであった。32主題分野のうち前述

の9分野以外で50％以上，すなわち臨床医学分野の多い

雑誌の主なものは，American／burnel　of　Surgery（100

90），　Brilish　Medical　Journel（100　90），　American　Journal

of　Radiolog．：ソ　（99％），　ノburnal　of　Urglog：ソ　（97．6％），

fozarnal　of　lhe　American　IYIedical　Association　（93．5

90），　American　lournal　of　Obstetrii　s　and　Gynecology
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第5表　Year　Booleにレビュ・一された癌関係のCore　Journals

雑　　誌　　名　（）内は発行国 　●_文数 ％ 累積論文数 累積％

1．　Cαπoθグ（1工S．）
413 13．2 413 13．2

　　Pπ，oθθ4勿gsげ伽1％痂κα1！16σ伽ぴげs吻κθ3げげ乃6砺」擁s∫α’6s2．　　げ！1耀γ’αz（U．S．）

120 3．9 533 17．1

3．　／1〃20γ’oαπノ∂％7πα16ゾRo〃z’9θ按）Jo8y（U．　S．） 101 3．2 634 20．3
4．　1～α｛ゴ∫oJogy（U．　S．）

100 3．2 734 23．5

5．　Cσηo〃1～θ3θακ乃（U．S．） 76 2．4 810 25．9

6．ハ四月Eフ24α勿1乃躍ηα16ゾル配∫oゴ〃6（US．） 66 2．1 876 28．0

翫’鷹（U．K．）． 66 2．1 942 30．2
8．ノ∂π7πα1（Zズ！〃θ酌”oπα1Cαηoθプ乃z3’ゴ！κ’6（U．　S）

63 2．0 1005 32．1
9．　ノ1〃尼γfoαπノ∂2〃7雄1〔ゾS柳9θり，（U．　S．） 60 1．9 1065 34．1

10．　五〃2θγfoαπノ∂2〃πα16ゾ0∂5’θ！ガosαπ4　G，，〃θooJogy（U．　S．） 55 1．8 1120 35．9

11．ノ伽γπα1（ゾ伽・肋卿’oα％1脆砒α1！1∬o磁∫ゴ∂2z（U．S．） 46 1．5 1166 37．4
12．　So’〃κθ（U．　S．） 45 1．4 1211 38．8
13．五，αフ20θ’（U．K．）

44 1．4 1255 40．2
14．　ノ∂z〃r麗α1げ　乙物ム。」gy（U．　S．）

41 1．3 1296 41．5

15．β〃醜！日脚σ1ノ∂π㎜1（U．K．） 40 1．3 1336 42．8

16．ノ∂％η2α1の「7物。耀6∫000ガ∫0〃α∫o％彪7S勿冠り2（U。　S．） 37 1．2 1373 44．0
17．　／1ノ〃zα1s　6ゾS％㎎ω：y（U．　S．）

35 1．1 1408 45．1
！1〃ノzα1∫6ゾ乃z！6ηzα1漉読6’72θ（U．S．）

35 1．1 1443 46．2
19．　5z〃＝go’二y，　G，，π06010gyα72（10∂sず6♂プJo3（U．　S．）

34 1．1 1477 47．3

20．　712〃2zoガ（Italy） 32 1．0 1509 48．3

21．　ノ10！σCy’0109∫oα（U．　S．） 31 、

22．βγ漉曲ノ∂z6耀α1（ガR認’o‘08フ（U．K．） 30
23，　1ヲ1004（U．S．） 29

ノ∂z6プ〃α1（：ゾN〃01θαプル血漉。〃昭（U．　S．）
29

25．　盈〃ψθαノz面z6プ％α1（～プCαア～cθプ（U．　K．）
28

26．　Cαπ6θプ：乃でα’1フzθ雇1ぞ砂01げ（U．S．）

@　乃z！θプ〃α♂’07zσ1ノ∂～‘γノ～α1（ゾCα〃06γ（Denmark）

27

Q7

卜10・4 1832 58．7

28．　ノ∂〃7zσ1　qプハセ2”ηsz4’19θ1ツ（U．　S’）
26

29．　ノ∂z〃7zα14θ1～α4∫0108”θ（France）
25

0∂s！θ〃’os〃z4（秒瑠60／08y（U．　S．） 25
31．　1ヲ14’α’zノ∂1〃rπα」6ゾGα〃℃θγ（India）

23
β漉’∫乃ノ∂～6η詫z1（ゾ。ακ6θ7（u．　K．）

23 ン
33．　5z〃9〃：y（U。　S．）

20 、

四π）ム09フ（U．S．）
20

35．ノ∂z〃翅16ゾSz〃g記α10／16010gア（U．　S．） 19
36．S％㎎’6σ1α’耽sげ八わ励r1〃庸ω（U．S．） 17

Aπ乃あθsげSz6㎎6η（U．　S．） 17
・肋擁6α7z伽6”zα1げC〃〃’6‘z1β‘〃々oJo9γ（U．　S．）

17
39．勉〃”α1げα1z加1E’π406プ∫〃0108y1膨α∂01’5〃z（U．S．） 16

1ぞα読α’ゴ∂7z　1～θsθα7τ乃（U．　S．）

16
41．　ノ11τ乃Jzコθ3（ガD｛27溺α！010gy（U．　S．）

14
pZα∫8ゴ。α1241～θooπsげγz‘o∫♂♂05〃9θ’ly（U．　S．）

14 ト11．5 2191 70．2
ノ∂〃72α1（ゾ躍∂」θα4αプβ∫0108ン（U．K：．）

14
44．！16！αRα4ゴ0ムogゴαz（Sweden） 13

44κ乃勿θs6ゾ0’oJσηπ810ム09：ソ（U．　S．）
13

Lαηηgos6ρρθ（U．　S．）
13

50z4飾θγπ漉（1記α1ノ∂π771認（U．　S．）
13

48．　ノ1フ花s魏θ5たzαπ4、4／2α49θs’α（U．S．）
12

．Aκノzα∠sげ伽飽zoy∂漉・40σ伽7げげS6妙zδo（U．S．） 12
βプ漉s乃ノOz〃〃α16ゾS％219θη（U．　K．） 12
ノリ〃72α16ゾCθ〃B∫010gy（U．　S．）

12
ノ∂κプ〃α1（ゾ琉m如gy（U．　S．）

12
53．　ノ172πα13の’銑’02ηoゴoS〃96η（U．S．） 11

B協θ伽伽Cσ，κθプ（France） 11
ノ∂％7㎜16ゾZヲ’oZo9た01　C乃θ〃z∫s！，ツ（U．　S．）

11
56．魏6物劾初1ル解”σ1qプ1ぞα伽！加0／20010紗αノ24βJolo8ッP勿，s’6s（U．　S．） 10

磁’2∂％1ω駕プ動s勧‘’θλ動”91ψんs（U．S．） 10
、Rσ4Jo乙ogJoα加JosげN∂励んη飢。α（U．　S．） 10 ノ
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（92．790），　AZew　England　Jo　u　rnal　of　Medicine　（92．4

％），Radiology（90％），　Cancer（84．7％）等であった。

なお，Year　1300々にレビューされた論文は，雑誌論文

の他に，モノグラフ，会議録および学位論文がレビュー

されていた。その合計は62編で，全体の約2％にすぎな

かった。学位論文は27編あったが，これらはすべてオラ

ンダのみのものであったことは，特異な現象であると考

えられる。

　：F・二次資料への収録状況および国内所蔵の有無

　Year　Boo々にレビューされた全掲載雑誌が癌関係の

主要二次資料でどの程度カバ“一一・・されているのか，そして

掲載雑誌がどの程度国内で入手できるかを調査した。主

要二次資料（CAIVCERLIT，　IM，　EM，　BIOSIS　SCI）

に収録されている割合は次のとおりである。Year　Boole

にレビューされたi雑誌385畠中CA2VCERLITは325誌

（84．4％），IM　297誌（77．1％），　E．M　299誌（77．7％），

BIOSIS　315誌（81．8％），そしてSCI　288誌（74．8％）

であった。論文単位ではなく誌名単位であるが，収録率

の最も高いのは，CA〈ZCERLITで以下・BIOSIS，　EM，

IM，　SCIの順でBIOSISがEMや1Mよりも収録率
が高かった。更に385誌のうちで，わが国で所蔵されて

いるi雑誌は363誌（94．3％）であった。主要二次資料の

CA．ZVCERLIT，1砿EM，　BIOSIS，　SCIのすべてに収

録されていた雑誌は，385心中221誌で割合は57．4％であ

った。また，これら二次資料5誌のいずれにも収録され

ていない雑誌は，Acla　Medica　Peruana（Peru），　Acla

Medica　Venegolana　（Venezuela），　Boletin　de　la　Soci－

edad　Venegolana　de　Cirugia　（Venezuela），　Cancer　in

Children　（U．S．），　Corso　Smperiori　di　Aggiornemenlo

in　Oncologia　Clinica　（ltaly），　Current　ToPics　in　Radi－

alion　Research　（NETH），　EuroPean　Joumal　of　Clini－

cal　and　Biological　Research　（France），　Gefea　Rinsho

（Japan），　German　Medical　Monlhly　（F．　R．　Germany），

Jndian　Pγaclitioneγ（lndia），ノ’aaγbocek　van　Krankero。

nder　en　Kranleerbestri7’aing　in　IVederland　（NETH），

ノbuγnal　Bγasileiro　de　Medicine　（Brazil），　ノbuγnal

Francais　de　Medicine　et　Chirurgie　Thoraciques　（Fra－

nce），ノburnal　of　lheノ砂σπθ5θSociety　of　Clinical

Cytology　（Japan），　Lavori　dell　lstiluto　di　Anatomia

e　lsolologia　Palologia　della　Universita　degli　Studi

Perzagia　（ltaly），　Medical　Record　and　Annals　（U．S．），

Modern　Trends　Oncology　（U．K．），　NipPon　libi　lnleoka

Gakleai　Kaiho　（Japan），　Revista　lnteramericana　de

Radiologia　（U．S．），　Revista’Medica　del　HosPital　General

de　Mexico　SSA　（Mexico），　Revista　Peruana　Cardi－

ologia　（Peru），　Trace　Substances　in　Enviionmental

Health（U・S・）の22誌であり，全体に占める割合は5．97

％であった。収録されていなかった雑誌22畑中，日本の

雑誌は3誌あった。二次資料5誌のいずれかに収録され

ている雑誌でわが国に所蔵されていない雑誌は以下の，

Auslralasian　Radiology　（AUST），　Current　Problems

in　Radiology（U．S．），　EuγoPean／burnal　of　Clinical

and　Biological　Research　（France），　Gagaetta　Sanila－

ria　（Italy），　ノ∂πγ7zorl　Belge　de　Radiologie　（BEL），

Journal　of　Nuclear　Medicine　and　Alliea　Science

（ltaly），　Laval　Medical　（Canada），　Pacific　Medicine

and　Surgery　（U．S．），　jPathologia　EuroPare　（BEL），

PersPeclives　in　virology（U．S．），およびTexa5　Medi－

cine（U．S．）の11誌であった。二次資料5誌のすべてに

収録されていない外国雑誌で，わが国で所蔵している雑

誌は，Acta　Medica　Venezolana（Venezuela），　Cancer

in　Children　（U．S．），　Cze7’rent　ToPics　in　Radiation　Re－

search（NETH），lndian　Praclilioner　（lndia），laarboek

zran　Krankeronder　en　Krankerbestrijaing　in　Nederland

（NETH），および　Transaclions　of　the、4merican

Association　of　Genilo一σrinaγy　S％㎎1θoナzs（U．S．）　の6

誌であった。二次資料5誌にも収録されず，かつわが国

にも所蔵されていない雑誌は11誌であった。それらは，

アメリカ3誌，ペルー2誌，ベネズエラ，ブラジル，メ

キシコ，イタリア，フランス，イギリスの各1誌であっ

た。

　G・レビュー・…された論文数および“Additiona1”論文

　　　数の年次別推移

　第6表は，】ifear　Bookの1969年から1978年までの10か

年間の32主題別分野のレビュー論文数と“Additional”

論文の実数である。レビューされた論文は，すでに述べ

ているように3，120論文，“Additiona1”論文は7，314で

あり，総数でレビューされた論文数の2．34倍であった。

この表でみるとレビューされた論文数と“Additiona1”

論文との間に数量的に相関があるのではないかと思い，

各年の2つの相関係数を算出してみた。これによると，

1969年0．62；1970年0．32；1971年0．19；1972年0．23；

1973年0．54；1974年7．2；1975年0．13；1976年

0．58∫1977年　0．42；1978年　0．47であった。この結

果，1974年に僅に相関がみられたにすぎず，他の年度

もに相関を見出すことはできなかった。“Additional”論
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第6表　Year　Booleのレビュー論文数および“Additiona1論文数の年次別推移

年　別 1969 1970 1971 1972

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文三主　　題　　別
　　、激rコ．一

_文
add．

_文

　　、激rュー
_文

add．

_文

　　、激rュー
_’文

add．

_文
レビュー

_文
add．

_文

1，Brain　alld　Nefvous　System 10 ．24 7 19 6 14 6 30

2．Head　and　Neck 16 28 16 19 11 16 15 38

3．Skin． 10 6 10 6 10 7 8 26
7

4，Breast 10 11 10 23 13 18 10 32

5，Chest・ 12 25 15 28 13 19 16 26

6．　Biliary　Tract，：Liver　and　Pancreas 10 16 8 17 9 23 11 15

7．Stomach，　Duodenum　and　Small　Bowe1 11 23 10 20 24 10 21

8．Colon，　Rectum　and　Anus 9 18 7 13 9 16 8 28

9？Genitourinary　Tract 11 13 10 18 8 21 9 24

10．Female　Genital　Tract 8 8 15 26 12 34 16 22

11．Leukemia　and　Lymphoma 19 26 12 18 17 35 11． 39

ユ2．　Cancer　in　Children’ 11 16 13 3 11 13 15 15

13．Endocrine　Tumors． 12 17 12 21 14 31 11 23

14．Bone　and　Soft　Tissue　Tumor’ 12 23 9 15 9 16 11 13

15．Pathology
一 一

12 35 16 16 10 22

16．　Roentgen　Diagnosis 16 50 12 23 16 19 16 25

17．Nuclear　Medicine
一 一 一 一 一 一

8 13

18．　Radiotherapy　l 6 15 12 22 9 18 12 32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・P9．Chemotherapy　and　Hormone　Therapy 20 34 18 26 17 26 17 39

20．Immunology　alld　Immunotherapy
一 一

12 23 9 20 10 29

21．Anesthesiology 5 3 5 17 5 10 6 12

22．　Reconstruction　and　Rehabilitation 7 10 10 7 8 9 9 13

23．Advanced　Tumor　and　Terminal　Care 6 4 8 4 8 12 11 12

24．Epidemiology，　Statistics　and　Cancer　Co亘trol 16 63 13 44 7 50 10 45

25．Genetics 一 一 6 8 4 10・ 6 8

26．Biochemistry● 17 29 11 25 7 13 8 39

27．．Radiobiology　and　Radiophysics 9 22 7 ユ5 6 7 6 7
9

28．Biology 16 28 9 23 7 32 9 25

29．Cytology
一 一

11 31 7 28 4 30

30．Molecular　Biology．
一 一

6 28 5 17 11 19

．31．Virology 15 59 10 34 13 7 9 20

32．General　Animal　Tumors 8 42 8 25 4 18 6 27

33・　1≧adioisotopes
一 一

7 22 8 34 一 一

34．　Pathology　and　Cytology 11 22 一 ｛ 一 脚 一 一

合　　　　計 313 635 331 658 305 633 325 769

総　　　　計 989 938 1，094

q
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1973 1974 1975 1976 1977 1978 10 年間合計

レビ　＿　　　ユ add． レビ　一　　　ユ add． 　　、戟@ビュー一一 add． レビコ．一一一 add． レビ　　・…　　　二L add． レビュー ．add． レビコ．一 add．

論文 論．文 論文 論文 論文 論－文 論『文 論．文 論文 論文 論．文 論．文 論文合計 論文合計
総合計

6 ユ8 7 17 9 ユ6 11 16 10 14　　‘ 5 7 77 175 252

19 42 15 23 14 24 11 28 11 30 10 35 138 283 421

11 20 6 9 9 8 5 27 7 8 5 7 81 124 205

13 40 13 40 9 39 17 68 9 45 12 49 116 365 481

17 47 17 43 11 27 10 40 10 33 10 41 131 329 460

8 24 7 25 8 4 10 15 8 9 4 19 83 167 250

9 23 9 21 8 22 7 30 4 　0
P2 6 8 81 204 285

8 29 12 25 10 23 9 21 7 21 5 11 84 205 289

9 23 9 25 11 30 7 27 10 14 6 15 90 210 300

12 39 13 19 14 23 13 33 7 36 9 19 119 259 378

1．5 39 19 42 15 33 14 43 22「 40 13 29 157 344 501

！3 13 14 12 12 12 16 19 8 6 22 119 173 292

ユ1 29 10 29 10 23 11 8 18 5 25 104 237 341

8 20 8 17 11 12 9 16 5 15 7 13 89
　，

P60 249

9 29 16 28 16 14 13 8 9 21 17 20 118 193 311

1＄ 31 11 35 7 21 7 20 4 14 8 32 110 270 380

7 19 6 9 6 15 6 15 5 19 7 17 45 107 152

12 24 15 15 10 64 19 60 9 30 7 42 111 322 433

16 17 10 22 16 18 8 15 12 9 10 6 144 212 356

9 40 15 40 17 8 12 41 14 23 16 32 114 256 370

6 13 5 12 6 10 5 12 6 19 5 14 54 122 176

9 10 5 ユ1 ユ1 8 7 8 5 8 6 22 77 1　106 ユ83

3 8 5 8 9 8 4 9 8 5 7 11 74 81 155

14 27 9 34 8 39 12 38 11 52 13 38 113 430 543

5 20 7 13 5 17 5 18 9 10 5 16 52 120 172

8 34 16 38 10 51 10 41 11 35 14 65 112 370 482

7 14 7 ．14 6 6 6 17 8 8 6 22 68 132 200

10 15 14 28 9 9 7 34 9 25 16 28 106 247 353

10 7 9 20 11 13 7 ユ0 8 11 13 19 80 169 249．

6 21 ユ0 26 11 31 6 15 8 ユ9 6 21 69 197 266

7 21 17 46 14 69 6 45 11 34 10 71 112 406 518
●

6 19 6 25 8 41 5 29 8 18 7 17‘ 66 261 327

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 15 56 71

一 一 ｝ 一一 一．一 『 一 一 一 一 一 一
11 22 33

321 775 342 771 331 738 295 839 281 703 276 ・793 3，120 7，314 1Q，434

1，096 1，113 1，069 1134　，

984 1，069 10，434

一
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文の本来の目的はレビューされた論文のみでYear　Boole

の当該分野の研究をカバーできなくなったための措置で

あるから，レビュー一された論文数と“Additional”論文

の間に数量的な相関がみられないのも当然かもしれな

い。また，主題別分野の1部には，レビューされた論文

数より“Additional”論文の方が少ないものがあった。

IV．考 察

　1969年から1978年夏での10年間のYear・Bookに収録

されていた癌関係32主題分野の国別の論文数および雑誌

i数をみると，米国が全体の論文数の％強，雑誌i数で％も

あり，さらに，Epidemiology，　Statistics　and　Cancer

Contro1を除くと，他のすべての主題分野で％以上を占

めており，米国の】rear　Booleへの寄与は著しいことが

わかる。米国，イギリス，日本，フランス，イタリア，

カナダの6か国は先進国であり，この6か国で，レビュー

された論文全体の85．5％を占めていた。これは10年間で

10論文以下の国が26か国あり，この26か国の総論文数は

全体の2．0％であったことを考えあわせると興味深いこ

とであった。筆者の調査結果は，本田26）が癌の主要5誌

（Cancer，　Cancer　Research，　EuroPeanノ伽γ％α10f　Can－

cer，　lnlernetionel／buγnal　of　Cancer，ノburnel　of∫加

・Nationel　Cancer　lnstitute）の執筆者について，6年間

の発表機関および発表国の調査結果の傾向とほぼ一致し

ていることがわかった。このことは，癌研究の主力が欧

米諸国を中心に行われていることを示していると考えて

よいであろう。さらに32主題分野のすべてにレビゴーさ

れていた国は米国とイギリスの2か国のみで，レビュー

された主題分野の多かった国はすべて先進国であった。

これと同じ傾向は発表雑誌数にもみられた。

　わが国の癌研究論文の】rear　Booleへのレビュー状況

をみると，この10年間で8主題分野がレビューされてい

なかったことは，この分野は，日本人癌研究者の研究活

動が，活発でないことを示していると思われる。また各

年のレビューされた論文数のバラツキは医学部紛争など

国内的事情によるものも十分に考えられる。

　Year　Booleにレビューされた日本人癌研究者の発表

論文は，国内雑誌はGannと「癌の臨床」が多く全体の

28．3％を占め，外国雑i誌はCancer　6論文が最も多く，

全体の14．3％に達していた。このことは国内雑誌および

外国雑誌ともにcore　journa1を示していたと考えても

よい。また，国内雑誌と外国雑誌の収録論文数の割合

も，ほぼ半数ずつであり，国内雑誌のYear　Booleへの

寄与する割合も外国雑誌の日本人癌研究者の論文同様低

いものでないことがわかった。

　Year　Booleにレビューされた発行国別雑誌数は，世

界の26か国から発行され，論文発表国43か国の60％に該

当した。残りの17か国の癌研究者の発表論文は自国の雑

誌ではなく，外国雑誌に発表したもので，それらの国と

雑誌発行国は以下のとおりであった。アルゼンチン，チ

リー，コロンビア，ジャマイカの南米の4か国はアメリ

カの雑誌に，ユーゴ，＊O　一一ランド，ルーマニアの東欧圏

の3か国とフィンランド，ノールウェーの2か国は，ス

ウェーデン，デンマークの国際雑誌に発表していた。イ

ラン，イラクの中近東の2か国および台湾と香港は，ア

メリカの雑誌に掲載されていた。また，ザンビア，ウガ

ンダ，シンガポール，タイは英国の雑誌であった。これ

らの結果から推測できることは，留学先の国，旧統治国

の雑誌へ発表する傾向が見られ，発行雑誌はすべて英語

雑誌であることは注目に値する。この点からも英語は癌

学界における国際語として，流通していること事を示し

ていた。

　core　journa1のいくつかについて，以下説明を加え

る。Pγoceedings　of　lhe　National　Academy　of　Sciences

of　the　Uniled　Stales　of　America，　Nature，　Acta　Cty’to－

logica，あるいはScienceのような雑誌には，癌研究の

基礎的なものが多く収録されており，Cancer，・4merican

Journal　Of　Roenlgenology，　IVew　England／burnal　of

Medicine，　Lancet，ノ安物α10f　UrologJ，のような雑誌に

は，臨床的論文の発表が多かった。このことは雑誌によ

り，i発表される論文が基礎医学と臨床医学の比重の異な

ることを示している。

　次に】「ear　Boo々にレビューされた雑誌と二次資料と

の関係について述べる。二次資料は研究者の情報検索に

利便を与えているが，二次資料に収録されている雑誌数

の多寡によって，利用者の対応が異なることは当然であ

る。鈴木ら27）は，EM，　MEI）LARS，　RingdOCの検索比

較でも，二次資料の使い分けが重要であることを指摘し

ていた。今回の385誌の二次資料への収録調査では癌関

係分野であったために，当然CANCERLITに最も多く

収録されていた。ついで，　BZOSIS，　EM，　IM，　SC1の

順であった。各二次資料の収録状況の特徴として，SCI，

EMはYear　Booleの上位掲載雑誌50誌の中にも収録も

れが見られたが，他の二次資料は上位雑誌をすべて収録

していた。しかし，この5つの二次資料のいずれにも収
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第7表　】「earβoo々の調査（50位まで）と他の引用文献調査との比較（空欄は50％位以下）
一一一

雑　　誌　　名　（A倉C順） y勿7」Booん IG3r丘eld’s Mizoguchi’s Cαη6θ7 cσ解θ2・Ro3
1ム励11Cσπ6θγ1擁s’

A6≠αGyげ。ム09’oσ（U．　S．） 21 47
∠40’αRσ∂F乞∂！09・20α（Sweden） 44

ん瑠プ’αzフzノ∂2〃禰1げC1勿’oα1　P厩乃oJo8y（U．　S．）　　　　　　　　　　　　．

36
／1窟2γfoαηノ∂〃麗α1げ063’θ’万6sαπδGッ紹ooJo8フ（U．　S．） ・10 7

、4耀2ゼ6σπカ％魏α1げjRoθ撹9召7ω♂ogy（U．　S．） 3 ●38 16

ノ1耀γゴ6σ％ノ御7κα1げS瑚9θη（U．S．） 9 i20

4麗∫酌θ∫ゑαα勿1／1勉zな16sゴα（U．　S。） 、48

ノ17z紹136ゾ・」碗θηzα1肋（ガ。勿4（U．　S．〉 17 46 ：10

4朋α1sげ！乃θ抽〃y襯ノ10α4θ27ηげSo勿20¢3（U・S⇒ ．48 9 ユ9 48 i25 20
ノ1ηπα1sげSπ㎎oり，（U．　S．） 17 31 ’13

ノ1κ乃勿θs（ガDθ辮磁01（碧フ（U．S．〉 41 ：27

ノ1斜面あθ3げαoJαηπgolo9γ（U．　S．） 44
∠4κ1めθ36ゾSπ㎎’θ2）ノ（U．S＞ 36 30
βZooδ（U．　S．）．

23 27 8 31 ！34

β7跳んノ∂％㎜1（ゾC伽。θγ（UK．） 31 7 4 22 14 i10

B痂点出伽㍑α1げRα読0108y（U．　K．） 22 ・　47
βグ漉s乃ノ伽㍑α16ゾSπ・κ96門y（U．K．） 48 44 ；42

．B窺云5乃1晩∂70α1ノ∂％初σ1（u．　K．） 15 29 ユ6 ユ4 ．38

ω窺〃（U．S．） 1 3 8 1 8 7
Cσκoθプ1～θsθακ乃（U．S．） 5 1 1 2 1 2
Cσπooプ71紹α’z㎎班1～召ρoア’（U．　S．） 26 42 11 19

E1脳9ρoα％ノ∂％初α1げCα〃ooγ（U．　K．） 25 40 37 30 ’29

1ン24’α7z／0π7κα16ゾGαπoθ7（lndia） 31

Zπ’θ77zσ”o朋1ノ∂z〃ツ2σ10ゾCακoθγ（Denmark） 26 17 5 12 9 6

ル％7忽‘」θR副0109ゴθ（France） 29
，肋‘γフ7σ16ゾ！’物ノ1〃zo万。α1z庸俗6α1／1ssoo’σ”αz（U　S．） 11 11 6 44 40
∫oz〃ッ脇1げCθ11捌oJo8フ（U．　S．） 48 14 44 24 16
丑｝％㍑α1（ゾC1師。α1　E堀ooγ’”1∂19：yα堀伽」α∂01ゴ5zπ（U．　S．） 39 39
ノ024ηη」6ゾハ4∂1θ6π」αプβ∫0云ogy（U．　K．）

41 27
ノ碗魏σ1（ゾ読θ．〈履吻zσ1Cσ駕θプ」吻s漉曜θ（U．　S．） 8 2 2 4 2 1

ノOz〃’πα1　qズ面面％703z‘名9θπy（U．　S．）
28

ノ∂z〃物α1げム㌃40」θαγ醜6日置∫紹（U．S．） 23
ノ∂％”zα16ゾS24¢αz10ノ¢oolo8フ（U．　S．）

35
ノ∂π祝α1‘ゾη20㎎o∫oCα2ぜゴ。〃αso24彪7　Sz4κ96り，（U．S．） 16
ノ02〃フ2α」6ゾ’伽108＝y（U．S．）

14 23
ノ∂2〃ノzσ」6ゾτ菊0108｝，（U．S．） 48 32
Lα〃副（U．K．） 13 10 14 5 20 15
ゐαηηgo∫6ρρo（U．　S．）

44

N伽解（u，K．） 6 4 3 17 5 4

Nθ躍EπgJαπ4ルz〃伽16ゾ1吻面面（U．　S．） 6 15 3 28 21
0わs’θ〃∫osα加l　Gy彬ooJo8y（U．　S．） 29 35
PJσs’∫oα忽Rθ601z5〃％o吻θS％㎎θη（U．　S．） 41
P名ooθθ4勿8’s　6ゾ漉θ翫”o／zα1・40α46履vσ：5’6∫〃zoθ3．げ’12θ

乙厩’θゴS’α！63げ／1〃zθ7ど6α（U，S．） 2 13 6 18 4 3
Rα漉α’∫oπ1～θs6α名訪（U．　S．）

39 42
1～α4∫o乙08ツ（U．S．）

4 43 15
S6勧。θ（U．S．） 12 6 11 9 7 5
Soκ魏θ甥漉読。α1ノ∂躍耀1（U．　S．） 44
S躍9θη（U．S．） 33
S％㎎’∫oα1α’フ2∫o∫6ゾ2＞∂彫乃A一三。α（U．S．）

36
・S曜9θη，Gン耀oo云ogyα屈0∂s’6〃’6s（U．　S．） 19 19 9
T％〃纏（Italy） 20
伽oJo8y（U．　S．） ．33 18 13 23 14

1
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Year　Book　Of　Cancer（1969－1978）の分析から見た癌研究の動向

録されていない雑誌が23誌あり，そのうち3誌は，日本

のものであり，　Yearβooんにレビューされたわが国の

雑誌22誌中3誌ということで，その割合は大きい。この

ことは，Year　Bookにレビューされた論文の掲載雑誌

が必ずしも二次資料に収録されているとは限らないこと

を注意する必要がある。

　さらに，Year　Bookにレビューされた385夢中，国内

で所蔵されている雑誌は，363誌，94．3％で，所蔵され

ていないのは僅に22誌だけであった。この22誌のうち，

二次資料のいずれかに収録されているものは，11誌あ

り，残りの11誌のみが，二次資料でも，国内所蔵雑誌で

も目に触れることができないものであった。これらのこ

とから，わが国の癌関係の外国雑誌の整備状況は，比較

的整っているとみてよいであろう。

　最後に，今回の筆者の調査結果と，他の引用文献調査

結果を比較する事によって，】9ear　Bookの収録方針およ

び内容，網羅性についての評価が行えるものと考えた。

引用文献調査の例は，Garfield，28）溝口ら，29）および

Cancer，　Cancer　Research，　Journal　of　lhe　IVational

Cancer　lnslituteの3誌についての筆者の調査結果と比

較検討を行った。Garfieldの調査は，1975年版のlournal

Citαtion　RePorts（以下JCRと略す）を利用し，世界の

代表的な癌雑誌16誌を対象とした1年間の引用文献調査

であった。一方，溝口らの調査は，Gann，　British　Jour・

nal　Of　Cancer，1ntemationalノ∂％7名zα10f　CancePtの3

つの癌雑誌の1965年から1974年までの10年間の引用調査

であり，またCancer，　Cαncer　Research，ノburnal　of

the　National　Cancer　lnslituteの3誌は癌雑誌の中で最

も影響力（レベルの高さ，発行頻度，論文数など）を持

つ雑誌の引用文献調査であった。これら3誌の調査年代

および調査資料は，Garfieldの調査と同様，1975年度の

ICR30）を採用した。これらの引用文献調査と，筆者の

Year　Booleとの比較結果の上位50誌で較べたものが第7

表である。（なお，溝口らの調査は上位20誌までである。）

　第7表にみられるように，筆者のYear　Boo耽の分析

結果とGarfield，溝口ら，および筆者の行った癌の主要

雑誌3誌の分析結果を見ると，いくつかの雑誌順位の変

動がみられた。これは，調査方法，年代等の相違からき

たものと考えられる。すなわち，Garfieldの調査は16種

の癌雑誌を対象にしているため，個々の雑誌の自己引用

率が互いにある程度打ち消され，客観的な雑誌の引用順

位を把握できた。溝口らの調査では，調査期間が10年間

であるが，全体を総計してしまっているため，ある年代

における研究の流行というものが現われず，Gar丘eldの

1年間の調査と異なり，長期にわたる傾向が得られた。

また，筆者の行ったCancer，　Cancer　Research，ノburnal

of　lhe　Nalional　Cancer　lnstiluteの3誌の調査は，そ

れぞれ臨床研究，基礎研究，基礎・臨床混合研究を特色

としている癌分野の代表的な雑誌であり，個々の雑誌の

特徴が出ていた。しかし，筆者のYear　Bookの調査と

引用文献調査に共通なAnnals　of　the．ZVew　Yoγ々Aca－

demy　of　Sciences，　Brilish／bzarnal　of　Cancer，　Cancer，

Cancer　Research，　lnlernational　lournal　of　Cancer，

lournel　of　lhe　National　Cancer　lnstitute，　Lancet，

ATature，　Proceedings　of　the　National　Academy　of

Sciences　of　the　Uniled　States　of　America，　Science

の10誌は特に主要なcore　journa1と見なすことができ

よう。その他の雑誌については，それぞれの特徴が著し

く現れていた。これらの結果は，個々の雑誌の内容の特

異性とYear　Booleの収録方針が反映されたものと考え

られる。

　y勿γBooleの傾向が他の　Year　Bookシリーズにも

あてはまるか否かは，さらに研究しなければならない課

題である。
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